
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１０月１２日に学童農園で、たわわに実った稲を収穫しました。 
地域の方から、鎌の使い方や稲の束ね方を教わり、子どもたちは丁寧に刈り取っていきました。 

最初は鎌を使う手つきも少し恐々としていましたが、すぐに慣れた様子で、

ザクザクとスムーズに刈っていきました。その後、刈り取った稲を束にして

いきました。わらで束ねる作業のほうが難しかったみたいですが、みるみる

うちに稲の束ができていきました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域の方や、保護者にも手伝ってもらいながら、

一生懸命に作業して田んぼの土の感触や稲刈り

の楽しさ、収穫の喜びを実感しました。 

ジャンボタニシによる被害、夏の猛暑など心配なこともありましたが、例年並みの収穫

量となりました。自分たちで植えた苗がこんなに立派になって、無事に収穫できた喜びを、

子どもたちは実感したことでしょう。 
田植えから稲刈りまで、ご指導くださった地域の方、また長期にわたり田んぼの様子を気

にかけてくださった地域の皆さま、本当にありがとうございました。 

幼稚園の園児たちも、稲刈りの様子を見学にきました。 


